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本日の内容

Ⅰ 育成すべき資質・能力の明確化

Ⅱ 生活科における主体的・対話的で深い学び

Ⅲ スタートカリキュラムについて
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Ⅰ 育成すべき資質・能力の明確化



具体的な活動や体験を通して、身近な生活に関わる見方・考え方を生かし、自立し生
活を豊かにしていくための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1) 活動や体験の過程において、自分自身、身近な人々、社会及び自然の
特徴やよさ、それらの関わり等に気付くとともに、生活上必要な習慣や
技能を身に付けるようにする。

(2) 身近な人々、社会及び自然を自分との関わりで捉え、自分自身や自分
の生活について考え、表現することができるようにする。

(3) 身近な人々、社会及び自然に自ら働きかけ、意欲や自信をもって学ん
だり生活を豊かにしたりしようとする態度を養う。
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教科目標

（旧）具体的な活動や体験を通して、自分と身近な人々、社会及び自然とのかかわりに関心をもち、
自分自身や自分の生活について考えさせるとともに、その過程において生活上必要な習慣や技能を身
に付けさせ、自立への基礎を養う。



(3) 自分自身を見つめることを通して、自分
の生活や成長、身近な人々の支えについて
考えることができ、自分のよさや可能性に
気付き、意欲と自信をもって生活するよう
にする。

(2) 身近な人々、社会及び自然と触れ合った
り関わったりすることを通して、それらを
工夫したり楽しんだりすることができ、活
動のよさや大切さに気付き、自分たちの遊
びや生活をよりよくするようにする。

(1) 学校、家庭及び地域の生活に関わること
を通して、自分と身近な人々、社会及び自
然との関わりについて考えることができ、
それらのよさやすばらしさ、自分との関わ
りに気付き、地域に愛着をもち自然を大切
にしたり、集団や社会の一員として安全で
適切な行動をしたりするようにする。

5

学年の目標・内容構成



(6) 身近な自然を利用したり、身近にある物
を使ったりするなどして遊ぶ活動を通して、
遊びや遊びに使う物を工夫してつくること
ができ、その面白さや自然の不思議さに気

付くとともに、みんなと楽しみながら遊び
を創り出そうとする。
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各内容項目の改善

各内容に、次の要素を組み込み構成
①学習対象や学習活動等
②思考力、判断力、表現力等の基礎
③知識及び技能の基礎
④学びに向かう力、人間性等

内容(6) 自然やものを使った遊び
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Ⅱ 生活科における主体的・対話的で深い学び



(1) 年間や、単元など内容や時間のまとまりを見通して、その中で
育む資質・能力の育成に向けて、児童の主体的・対話的で深い学
びの実現を図るようにすること。その際、児童が具体的な活動や
体験を通して、身近な生活に関わる見方・考え方を生かし、自分
と地域の人々、社会及び自然との関わりが具体的に把握できるよ
うな学習活動の充実を図ることとし、校外での活動を積極的に取
り入れること。

8

第３ 指導計画の作成と内容の取扱い １

見方・考え方

「どのような視点で物事を捉え、どのような考え方で思考していくのか」

〔身近な生活に関わる見方・考え方〕

身近な人々、社会及び自然を自分との関わりで捉え、よりよい生
活に向けて思いや願いを実現しようとすること
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主体的な学びの視点による学習指導

対話的な学びの視点による学習指導

深い学びの視点による学習指導

表現を行い伝え合う活動の充実を図る

他者との協働や伝え合い交流する活動により、
児童の学びを質的に高める

気付いたことを基に考え、新たな気付きを生み
出し関係的な気付きを獲得する学びを実現する

気付きの質を
高める



気付きの質を高める
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・対象に対する一人一人の認識

・児童の主体的な活動によって生まれるもの

気付きとは

・知的な側面だけでなく、情意的な側面も含まれる
・「あれっ」「どうして」「なるほど」などのよう
に何らかの心の動きを伴って気付くもの

・気付きは、確かな認識へとつながるもの
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・無自覚だった気付きが自覚される

・個別の気付きが関連付けられる

気付きの質が高まった

・自分自身についての気付きが生まれる

特に大切に

気付きの質を高める



気付きの質を高める
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・試行錯誤や繰り返す活動を設定する

・伝え合い交流する場を工夫する

気付きの質を高めるための学習指導

・振り返り表現する機会を設ける

・児童の多様性を生かし、学びをより豊かにする



・試行錯誤する活動の設定 ～「つくってあそぼう」【内容(6)】～

Ｋ児の初めの設計図

国立教育政策研究所『評価規準の作成、

評価方法等の工夫改善のための参考資料』

Ｋ児の作品

①Ｊ児のまね
②風船の数
（増やしたり、減らしたり）
③友達のおもちゃを分析し、自分の
おもちゃに生かす

④ストローを下向きに

①動きが足りない
②風船二つ
③タイヤが浮いて進まない

Ｊ児の作品

気付きの質を高めるための学習指導
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週末

表現活動

（野菜の１週間カード）

表現活動

（意見交流）

日常活動

表現活動

（わたしと野菜作文）

表現活動

（保護者・地域・異学年へ
「わたしと野菜発表会」）

（文部科学省『初等教育資料2013 ６月号）』

気付きの質を高めるための学習指導

・継続的に繰り返す活動の設定
～「大きくなあれ わたしのやさい」【内容(7)】～

野菜と

関わる活動
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（文部科学省『初等教育資料2013 ６月号）』

気付きの質を高めるための学習指導

・継続的に繰り返す活動の設定
～「大きくなあれ わたしのやさい」【内容(7)】～
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（文部科学省『初等教育資料2014 ４月号）』

・振り返り表現する活動の設定

気付きの質を高めるための学習指導
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「振り返ってしまう」活動の工夫

気付きの質を高めるための学習指導

・振り返り表現する活動の設定
～「おいしい野さいをそだてよう」【内容(7)】～
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「振り返ってしまう」活動の工夫

遊び方の説明

ルール

店の名前

楽しく遊ぶ工夫

プレゼント

注意すること

気付きの質を高めるための学習指導

・振り返り表現する活動の設定
～「あきになったね きもちがいいね」【内容(5)】～
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１回目の探検 → 交流 → 聞き取りの視点に対する気付き

気付きの質を高めるための学習指導

・伝え合い交流する活動の設定
～「すごいぞ！○○の名人ちょうさたい」【内容(3)】～ ＜１回目の探検＞
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気付きの視点の広がり→気付きの質の高まり

気付きの質を高めるための学習指導

・伝え合い交流する活動の設定
～「すごいぞ！○○の名人ちょうさたい」【内容(3)】～ ＜２回目の探検＞
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一人一人の「ここがすごい」の情
報が集まる

一人一人が「名人さんのここがすごい」
を書いて表現する

気付きの質を高めるための学習指導

・伝え合い交流する活動の設定
～「すごいぞ！○○の名人ちょうさたい」【内容(3)】～
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郷土への愛着

地道な努力

卓越した技

・一人一人の「ここがすごい」を分類

・分類した「すごさ」を意味付けて一般化

・気付きの質が高まり、ねらいが達成される

気付きの質を高めるための学習指導

・伝え合い交流する活動の設定
～「すごいぞ！○○の名人ちょうさたい」【内容(3)】～
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ミッケカード

気付きの質を高めるための学習指導

・伝え合い交流する活動の設定
～「まちのすてき☆ミッケ！」【内容(3)】～
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聞いたよ

見つけたよ

・一人一人の心に残った「ミッケ」を分類

・分類した「ミッケ」を意味付けて一般化

・探検での気付きが視点に沿って明らかに

りゅうのかげの

ひみつ

りゅう王池

すてき
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(3) 具体的な活動や体験を通して気付いたことを基に考えることが
できるようにするため、見付ける、比べる、たとえる、試す、見

通す、工夫するなどの多様な学習活動を行うようにすること。
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第３ 指導計画の作成と内容の取扱い ２

多様な学習活動を行う

○「見付ける」「比べる」「たとえる」・・・分析的に考える
○「試す」「見通す」「工夫する」・・・・・創造的に考える



多様な学習活動を行う
～ドングリゴマづくり～

ドングリでコマを作って遊ぶ活動

競い合いの場
・友達のコマを真剣に見つめる
・自分のコマとの違いを見付け出す
・コマを改良しよう！

試行錯誤
・コナラよりクヌギの方が丸いから、きっとよく回る（種類や形）
・軸をどこに通すかで回り方が違う（軸の長さや位置）
・回し方を工夫すると長く回る（回し方）

多様な学習活動
・見付ける ・試す
・比べる ・見通す
・たとえる ・工夫する

質の高い気付き

自らの気付きを振り返ったり、互いの気付きを交流したりする活動

どちらが長く回っているかな・・・？

小学校学習指導要領解説 生活編 Ｐ70
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体験

体験

体験

表現

表現

表現

見付ける

試す
比べる

見通す

例える

工夫する



Ⅲ スタートカリキュラムについて
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発達や学びをつなぐスタートカリキュラム

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou.html



小学校学習指導要領における位置付け
第１章 総則 第２の４の（１）

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえた指

導を工夫することにより、幼稚園教育要領等に基づく

幼児期の教育を通して育まれた資質・能力を踏まえて

教育活動を実施し、児童が主体的に自己を発揮しなが

ら学びに向かうことが可能となるようにすること。
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小学校学習指導要領における位置付け
第１章 総則 第２の４の（１）

また、低学年における教育全体において、例えば生

活科において育成する自立し生活を豊かにしていくた

めの資質・能力が、他教科等の学習においても生かさ

れるようにするなど、教科等間の関連を積極的に図り，

幼児期の教育及び中学年以降の教育との円滑な接続が

図られるよう工夫すること。
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小学校学習指導要領における位置付け
第１章 総則 第２の４の（１）

特に、小学校入学当初においては，幼児期において自

発的な活動としての遊びを通して育まれてきたことが、

各教科等における学習に円滑に接続されるよう、生活

科を中心に、合科的・関連的な指導や弾力的な時間割

の設定など、指導の工夫や指導計画の作成を行うこと。
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１(4) 他教科等との関連を積極的に図り、指導の効果を

高め、低学年における教育全体の充実を図り、中学

年以降の教育へ円滑に接続できるようにするととも

に、幼稚園教育要領等に示す幼児期の終わりまでに

育ってほしい姿との関連を考慮すること。
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第２章 第５節 生活
第３ 指導計画の作成と内容の取扱い



特に、小学校入学当初においては、幼児期における

遊びを通した総合的な学びから他教科等における学習

に円滑に移行し、主体的に自己を発揮しながら、より

自覚的な学びに向かうことが可能となるようにするこ

と。その際、生活科を中心としたや、弾力的な時間割

の設定合科的・関連的な指導を行うなどの工夫をする

こと。
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第２章 第５節 生活
第３ 指導計画の作成と内容の取扱い



○幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

・幼児期の遊び＝学びそのもの

・遊びを通して達成感や満足感を味わったり、葛藤

やつまづきなどの体験をしたりすることを通して

様々なことを学ぶ

※日々の遊びや生活の中で資質・能力が育まれてい

る幼児の具体的な姿をまとめたもの
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小学校学習指導要領解説 生活編

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿との関連



○幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

①健康な心と体 ⑥思考力の芽生え

②自立心 ⑦自然との関わり・生命尊重

③協同性 ⑧数量や図形、標識や文字な

④道徳性・規範意識の どへの関心・感覚

芽生え ⑨言葉による伝え合い

⑤社会生活との関わり ⑩豊かな感性と表現

【幼稚園教育要領より】
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幼児期の終わりまでに育ってほしい姿との関連



36

小学校入学当初に大切にしたいこと

幼児期おける遊び
を通した
総合的な学び

他教科における学習

円滑に移行

※幼児期における遊びを通した総合的な学びを、
・小学校の生活科を中心とした学習において発揮できるようにする。
・児童の思いや願いをきっかけとして始まる学びが自然に他教科等の
学習へとつながっていくようにする。
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小学校入学当初に大切にしたいこと

幼児期おける遊び
を通した
総合的な学び

他教科における学習

円滑に移行

※幼児期の学びと育ちに対する理解を前提として、児童が安
心して小学校生活に慣れ、自らの力を発揮しながら主体的
な学習者として育っていく過程を創り出すことが重要。
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○スタートカリキュラム

入学当初に、幼児期の生活に近い活動と児童期の学

びを織り交ぜながら、幼児期の豊かな学びと育ちを踏

まえて、児童が主体的に自己を発揮できるようにする

場面を意図的につくること

39

スタートカリキュラムの編成

幼児期の教育と小学校教育を
円滑に接続する重要な役割を担う。
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発達や学びをつなぐスタートカリキュラム Ｐ15



○生活科を中心とした合科的・関連的な指導

「がっこうだいすき なかよしいっぱい」

・探検で見付けたことを絵に表す（図画工作科）

・見付けた不思議を友達に伝える（国語科）
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スタートカリキュラムの編成

つながりのある他教科等のねらいを考えて
合科的・関連的に進める単元を構想する。



合科的・関連的な指導の具体例
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発達や学びをつなぐスタートカリキュラム Ｐ15



○弾力的な時間割の設定を行うなどの工夫

・朝の会から１時間目を連続した時間として設定

手遊びや歌

リズムに乗って体を動かす

絵本の読み聞かせ

児童からのお話タイム

・10分から15分程度の短い時間を活用して時間割を構成

・２時間続きの学習活動を位置付ける
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スタートカリキュラムの編成

児童が一日の始ま
りを楽しい気持ち
で迎えられるよう
な学習活動
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スタートカリキュラムの編成

○留意点など

・全職員で意義や考え方、大切にしたいことなどを

共通理解。

・協力体制を組んで第１学年を見守り育てる。

・保護者にスタートカリキュラムの意義やねらい、

児童の様子を伝える。

・幼稚園などの教職員との協議。


